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Ⅰ．は　じ　め　に
韓国では原則的に６・３・３・４制が採られ、
また各教科の教育目標と教育内容も国家水準カリ
キュラムである「教育課程 1）」で全国統一的に定
められているなど、学校教育の制度と内容はわが
国と共通する部分が非常に多い 2）。初等・中等学
校の体育科教育もその例外ではなく、体育科の教
育内容は「教育課程」に位置付けられ、これまで
戦後では 1953年の「第１次教育課程」から 2007
年の「2007改定教育課程」まで、約 10年毎に５
度の全面改訂と数度の部分改訂等を経てきたとこ
ろである3）。
しかし、「2007改訂教育課程」以降では、2008
年２月発足の李明博政権の下で 2009 年 12 月に
「2009改訂教育課程」が、続いて2011年８月には
「2011改訂教育課程（以下、「2011年版」）」 が告
示されるなど、近年の度重なる「教育課程」の改
訂による教育改革の動向は注目される動きであ
る。また、一般に韓国の教育は激しい受験競争と
か、PISA国際学力テストの上位国という点で語
られる場合が多いが 4）、知育や徳育の政策ととも
に、国家水準カリキュラム改訂に基づいた体育科
教育の改革動向はわが国にも重大な関心事となっ
ている。よって本プロジェクトでは、韓国の国家
水準カリキュラムと初等学校体育科の目標および
内容を検討することにより、現代韓国が志向する
初等学校体育科教育の方向性を明らかにすること
を目的とした5）。
Ⅱ． 「2011改訂教育課程」の基本方針と時
間配当基準
まず「2011年版」 の概要を確認したい。2011
年８月９日、教育科学技術部より2011−361号に
よって「2011年版」が告示された。ここには「教
育課程構成の方針」として以下の８点が明示され
ている6）。
（ア） 配慮（思いやり）と分かち合いを実践する
創意的な人材を育成する。
（イ） 「教育課程」は共通教育課程（初１～中３）
と選択教育課程（高１～３）で構成する。
（ウ） 学年間の連携と協力により教育課程に編成・
運営の柔軟性を持たせるため学年群を設定
する。
（エ） 共通教育課程における教科を教科群へ再分
類化する。
（オ） 選択教育課程における科目は四つの教科領
国士舘大学体育学部こどもスポーツ教育学科（Dept. of Sports Education for children of Physical Education, Kokushikan University）
THE ANNUAL REPORTS OF
HEALTH, PHYSICAL EDUCATION
AND SPORT SCIENCE
VOL.30, 67-70, 2011
報告書（体育研究所プロジェクト研究）
関根・池田−68−
域に区分する。
（カ） 履修教科目数の縮小と学習負担の適正化、
有意義な学習活動のために集中履修を拡大
化する。
（キ） 「裁量活動」と「特別活動」を統合した「創
意的な体験活動」を新設する。
（ク） 教育課程の評価と教科編成の改善、国家レ
ベルの学業成就度評価により教育課程の質
管理体制を強化する。
（下線は筆者による）
次に、「2011年版」における初等学校の時間配
当基準は表１の通りである。
Ⅲ． 初等学校体育科の教科目標および教育
内容
１．体育科教科目標と「追求する人間像」
「2011年版」における初等学校体育科の目標は
以下の通りとなっている。
「体育科は、身体活動価値の内面化と実践を通
した全人教育を目標とする。すなわち、身体活動
を通して、活気に満ちた健康な生に必要な知識と
実践能力、自身の将来を啓発するのに必要な挑戦
的能力と創意的な思考力、そして共同体生活に必
要な善意の競争と協同能力等の望ましい人間性を
涵養することを目標とする。7）」
また、「2011年版」には「体育科で追求する人
間像」という項目があり、そこでは以下のように
示されている。
「体育科で追求する人間像は、身体活動により
総合的に体験することで、身体活動の価値ととも
に、創意・人性8）を内面化して実行する人である。
すなわち、身体活動に持続的に参与しながら、体
力および運動能力、創意的で合理的な思考力、ス
ポーツ精神と共同体意識等の能力を持ち、自身の
生を自ら啓発し、汎世界的な身体文化の継承・発
展に貢献できる人間である。」
２．体育科の内容
次に、体育科で教える内容はどのように選定さ
れ、如何なるスコープ（範囲）とシーケンス（系
列性）で整理されているのか。初等学校３～６学
年の体育科の内容は 9）、「2011年版」では「内容
の領域と基準」として表２のように明示されてい
る。
Ⅳ． ま　と　め
　　　 ―「2011年版」が志向する韓国体育科教育―
以上より、韓国の「2011版」は、「配慮（思い
やり）と分かち合い」を備えた「創意的な人材」
表１　「20011改訂教育課程」の時間配当基準
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の育成を前提の方針に掲げ、以下の三点を大きな
方向性として打ち出している点が明らかとなっ
た。すなわち、①「教育課程」の共通教育課程と
選択教育課程による再構成、②学年群および教科
群の概念の導入、そして③「創意的な体験活動」
の導入、である。
まず①については、「教育課程」が初等学校１
年～中学校３年の共通教育課程と、高等学校での
選択科目による選択教育課程という二つのカリキ
ュラムで構成されたことを意味する。つまり、「教
育課程」の全体が、義務教育段階とそれ以降のカ
リキュラムという大きな二つのカテゴリーで分類
されているのである。②の学年群とは、連携し協
力しながらカリキュラム運営を行う複数学年のグ
ループを意味する。初等学校では１～２学年、３
～４学年、５～６学年という三つの学年群に分か
れている。また教科群とは、教育目的上の近接性
や学問的な隣接性によってまとめられた教科のグ
ループを指す概念である。例えば、社会科と道徳
科で「社会／道徳」が、科学科と実科では「科学
表２　韓国の初等学校体育科の内容体系
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／実科」という教科群が形成されるのである。こ
れらの学年群と教科群の概念は、学年間や教科間
の垣根を低くして一層柔軟なカリキュラム運営を
可能にしようとしたとされる10）。そして③は、「特
別活動」と教科外の「裁量時間」が統合され、新
たに「創意的な体験活動の時間」に集約されたこ
とを意味する。つまり、今回から「教育課程」は
「教科」と「創意的な体験活動」の二つの領域か
ら再構成されるようになったのである。
以上より、「2011版」ではこれまでの「教育課
程」全体の枠組みが変更されており、教科の数や
カリキュラムの運営方法に大きな改革がなされた
ことが理解される。この背景には、「国家レベル
の共通性と地域、学校、個人レベルの多様性を同
時に追求する」こと、「学習者の自律性と多様性
を伸長させる11）」ことによる多様性への対応、そ
して「学期当たりの履修科目数の縮小による学習
負担の適正化12）」や完全学校５日制への対応が現
実的な課題として考慮されたことをあげることが
できる13）。
また体育科については、「身体活動価値の内面
化と実践」による、全人教育、すなわち「知識」、
「実践能力」、「挑戦的能力」、「創意的な能力」、そ
して「望ましい人間性」を総合的に育成すること
を目的とした点が大きな特徴となっている。この
ことは、体育科が活動を通しての価値の内面化を
図る教科であること、つまり、価値実現を前提と
する身体活動が意図されたことで道徳教育的な体
育教育の指導が一層強調されたとみられるのであ
る。そのような意図は内容構成にも表れており、
例えば、日本の体育科小学校学習指導要領におい
ては、内容が運動の形態あるいは種目別で示され
ているが、韓国ではスコープを「健康活動」、「挑
戦活動」、「競争活動」、「表現活動」、「余暇活動」
という五つの「身体活動価値」に分類し、シーケ
ンスをその目的性からみた段階にもとづいて設定
されている。
このような「2011年版」の有効性は、今後の現
場実践での成果から検証されていくべき課題であ
る。しかし、以上で見たようなカリキュラム枠組
みの再構成化や運営の柔軟化、そして体育科教育
内容等の捉え直しは、わが国の体育教育にも大き
な示唆を与えるものと考える。「2011年版」の成
果の検証については今後も課題としていきたい。
本研究は、2011年度国士舘大学体育学部附属
体育研究所の助成により行われた。
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